
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

○

〃

〃

【

選

挙

管

理

委

員

会

】

担

当

課

（

室

）

○

公

職

選

挙

法

等

執

行

規

程

の

一

部

改

正

選

挙

管

理

委

員

会

目

次

（

県

例

規

集

登

載

）

○

政

治

団

体

の

名

称

等

の

公

表

〃

【

告

示

】

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

健

康

推

進

課

○

政

治

団

体

の

代

表

者

等

の

異

動

〃

に

係

る

事

項

の

変

更

○

政

治

団

体

の

解

散

〃

○

農

業

災

害

補

償

法

に

基

づ

く

農

作

物

共

済

の

当

組

合

指

導

課

○

資

金

管

理

団

体

の

名

称

等

の

公

表

〃

【

公

安

委

員

会

】

然

加

入

基

準

の

廃

止

○

保

安

林

の

解

除

予

定

治

山

課

○

猟

銃

の

操

作

及

び

射

撃

の

技

能

に

関

す

る

講

習

生

活

安

全

企

画

課

○

〃

〃

の

実

施

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

○

〃

〃

○

道

路

の

供

用

開

始

〃

【

公

告

】

○

一

般

競

争

入

札

の

実

施

財

産

活

用

課

○

特

定

非

営

利

活

動

法

人

の

定

款

変

更

の

認

証

の

県

民

生

活

交

通

課

申

請

○

随

意

契

約

の

相

手

方

の

決

定

循

環

型

社

会

推

進

課

○

大

規

模

小

売

店

舗

の

変

更

の

届

出

の

縦

覧

経

営

支

援

課

○

岡

山

県

家

畜

人

工

授

精

講

習

会

等

の

開

催

畜

産

課

○

土

地

改

良

区

清

算

人

の

就

職

届

耕

地

課

○

県

営

土

地

改

良

事

業

換

地

計

画

の

縦

覧

〃

○

公

共

測

量

の

実

施

監

理

課

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

岡

山

県

公

報

平成３０年８月３１日 第１２０２１号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
六
十
六
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
を
受
理
し
た
。

平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
に
係
る
事
項
を
変
更
し
た
医
療
機
関

名

称

変
更
事
項

変
更
前

変
更
後

変
更
年
月
日

藤
井
ク
リ
ニ
ッ
ク

医
療
機
関
の
所
在
地

総
社
市
三
輪
一
〇
二
二

二

総
社
市
駅
南
二
丁
目
一
七

一

平
成
三
十
年
七
月
十
四
日

－
－

平成３０年８月３１日　岡山県公報　第１２０２１号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
六
十
七
号

平
成
十
二
年
岡
山
県
告
示
第
二
百
五
号
（
農
業
災
害
補
償
法
に
基
づ
く
農
作
物
共
済
の
当
然
加
入
基

準
）
は
、
廃
止
す
る
。
た
だ
し
、
平
成
三
十
年
以
前
の
年
産
の
農
作
物
に
係
る
農
作
物
共
済
の
当
然
加

入
資
格
者
の
例
外
と
す
る
業
務
の
規
模
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

平成３０年８月３１日　岡山県公報　第１２０２１号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
六
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

高
梁
市
成
羽
町
星
原
字
鍛
冶
屋
谷
二
二
八
の
四
、
二
二
八
の
七
（
以
上
二
筆
国
有
林
）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

平成３０年８月３１日　岡山県公報　第１２０２１号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
六
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

新
見
市
哲
多
町
荻
尾
字
墨
谷
一
五
九
〇
の
八
、
字
室
宇
峠
一
五
九
一
の
一
五

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵
養

か
ん

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

平成３０年８月３１日　岡山県公報　第１２０２１号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
七
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

七
曲
井
原
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

井
原
市
高
屋
町
字
落
石
七
四
一
四
番
一
地
先
か

新

九
八
・
八

ら

一
九
・
五
～

井
原
市
高
屋
町
字
落
石
七
四
〇
九
番
一
地
先
ま

五
五
・
二

で井
原
市
高
屋
町
字
落
石
七
四
一
九
番
一
地
先
か

旧

一
〇
九
・
五

ら

一
一
・
六
～

井
原
市
高
屋
町
字
落
石
七
四
〇
九
番
二
地
先
ま

三
三
・
五

で

平成３０年８月３１日　岡山県公報　第１２０２１号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
七
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

道
路
の

供

用

開

始

路

線

名

区

間

種

類

年

月

日

県
道

七
曲
井
原
線

井
原
市
高
屋
町
字
落
石
七
四
一
四
番
一
地
先
か
ら

平
成
三
十
年

井
原
市
高
屋
町
字
落
石
七
四
〇
九
番
一
地
先
ま
で

八
月
三
十
一

日

平成３０年８月３１日　岡山県公報　第１２０２１号



〔
四
二
五
〕
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
を
実
施
す
る
。

平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

一

入
札
に
付
す
る
事
項

契
約
種
別

所

在

地
目
又
は
構
造

面
積
（
平
方
メ
ー
ト
ル
）

予
定
価
格
（
最
低
売
払
価
格
）

入
札
保
証
金

土
地
売
払
い
契
約

津
山
市
総
社
字
大
根
山
五
三
一
番
、
五
三
一
番
二

宅
地
・
雑
種
地

二
七
七
・
〇
四

三
、
〇
五
〇
、
〇
〇
〇
円

三
〇
五
、
〇
〇
〇
円

土
地
（
建
付
地
）

１

土
地

宅
地

三
、
六
二
三
・
三
八

三
三
、
六
〇
五
、
〇
〇
〇
円

三
、
三
六
〇
、
五
〇
〇
円

売
払
い
契
約

備
前
市
東
片
上
字
米
当
田
二
一
三
番
一

２

建
物

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
三

八
九
六
・
四
二

備
前
市
東
片
上
字
米
当
田
二
一
三
番
地
一

階
建

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
平

一
〇
五
・
〇
〇

家
建

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

二
五
・
二
〇

造
平
家
建

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

一
〇
・
〇
〇

造
平
家
建

鉄
骨
造
平
家
建

二
五
・
〇
〇

平成３０年８月３１日　岡山県公報　第１２０２１号



土
地
売
払
い
契
約

備
前
市
東
片
上
字
天
神
三
八
九
番
二

宅
地

二
九
五
・
五
九

一
、
三
〇
四
、
〇
〇
〇
円

一
三
〇
、
四
〇
〇
円

土
地
売
払
い
契
約

真
庭
市
田
羽
根
字
柳
原
五
二
九
番
一
二

原
野

二
、
四
九
五
・
三
九

九
、
七
七
〇
、
〇
〇
〇
円

九
七
七
、
〇
〇
〇
円

土
地
（
建
付
地
）

１

土
地

宅
地
・
雑
種
地

三
、
三
一
二
・
二
〇

四
、
〇
三
〇
、
〇
〇
〇
円

四
〇
三
、
〇
〇
〇
円

売
払
い
契
約

笠
岡
市
笠
岡
字
八
幡
平
五
一
八
九
番
七
、
五
一
八

九
番
一
二

２

建
物

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
三

六
八
二
・
九
九

笠
岡
市
笠
岡
字
八
幡
平
五
一
八
九
番
地
七

階
建

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

六
〇
・
三
七

造
平
家
建

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

一
七
・
五
一

造
平
家
建

鉄
骨
造
平
家
建

二
・
四
六

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

七
・
七
六

造
平
家
建

鉄
骨
造
平
家
建

二
三
・
四
〇

平成３０年８月３１日　岡山県公報　第１２０２１号



鉄
骨
造
平
家
建

二
四
・
〇
〇

土
地
売
払
い
契
約

苫
田
郡
鏡
野
町
塚
谷
字
一
本
松
六
一
二
番
一
二

宅
地

三
八
三
・
二
二

一
、
九
六
九
、
三
〇
〇
円

一
九
六
、
九
三
〇
円

土
地
売
払
い
契
約

苫
田
郡
鏡
野
町
塚
谷
字
一
本
松
六
一
二
番
一
五

宅
地

五
〇
九
・
〇
九

二
、
八
七
四
、
八
〇
〇
円

二
八
七
、
四
八
〇
円

土
地
売
払
い
契
約

苫
田
郡
鏡
野
町
塚
谷
字
一
本
松
六
一
二
番
二
〇

宅
地

五
七
七
・
〇
五

三
、
二
五
八
、
七
〇
〇
円

三
二
五
、
八
七
〇
円

土
地
売
払
い
契
約

苫
田
郡
鏡
野
町
塚
谷
字
一
本
松
六
一
二
番
二
二

宅
地

五
九
〇
・
一
七

三
、
三
六
六
、
一
〇
〇
円

三
三
六
、
六
一
〇
円

土
地
売
払
い
契
約

苫
田
郡
鏡
野
町
塚
谷
字
一
本
松
六
一
二
番
二
三

宅
地

四
八
八
・
二
九

二
、
六
七
四
、
七
〇
〇
円

二
六
七
、
四
七
〇
円

土
地
売
払
い
契
約

苫
田
郡
鏡
野
町
塚
谷
字
一
本
松
七
四
〇
番
一
五
、
七
四

宅
地
・
雑
種
地

五
七
九
・
〇
〇

一
、
九
六
一
、
八
〇
〇
円

一
九
六
、
一
八
〇
円

〇
番
一
七

二

入
札
参
加
者
の
資
格

日
本
国
内
に
住
所
、
事
務
所
又
は
事
業
所
を
有
す
る
個
人
又
は
法
人
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。

１

地
方
自
治
法
第
二
百
三
十
八
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
者

２

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
者

３

知
事
が
地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
六
十
七
条
の
四
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
た
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
認
め
た
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
な
い
も
の

４

日
本
語
を
完
全
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
等
の
理
由
に
よ
り
、
入
札
の
内
容
を
完
全
に
理
解
せ
ず
に
入
札
に
関
す
る
意
思
の
表
示
を
行
う
お
そ
れ
の
あ
る
者

５

岡
山
県
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
有
財
産
売
却
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
及
び
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
が
定
め
る
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
関
連
す
る
規
約
の
内
容
を
承
諾
せ
ず
、
又
は
遵
守
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者

６

申
込
者
又
は
そ
の
役
員
が
岡
山
県
暴
力
団
排
除
条
例
（
平
成
二
十
二
年
岡
山
県
条
例
第
五
十
七
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
又
は
同
条
第
三
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
等
（
以
下
「
暴
力
団
等
」

と
い
う

）
に
該
当
す
る
者

。
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７

申
込
者
又
は
そ
の
役
員
が
暴
力
団
等
の
統
制
下
に
あ
る
者

８

申
込
者
又
は
そ
の
役
員
が
暴
力
団
等
と
社
会
的
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
関
係
を
有
し
て
い
る
者

９

申
込
者
又
は
そ
の
役
員
が
岡
山
県
建
設
工
事
等
暴
力
団
対
策
会
議
運
営
要
領
別
表
一
に
掲
げ
る
措
置
事
由
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者

そ
の
他
知
事
が
不
適
当
と
認
め
る
者

10
三

入
札
参
加
申
込
み

１

仮
申
込
み

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
の
運
営
す
る
公
有
財
産
等
の
売
払
い
に
関
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
（
以
下
「
売
却
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う

）
に
よ
り
参
加
の

。

仮
申
込
み
の
手
続
を
行
う
こ
と
。

２

申
込
手
続

１
の
仮
申
込
み
を
行
っ
た
後
、
３
の
受
付
期
間
内
に
所
定
の
申
込
書
に
よ
り
岡
山
県
総
務
部
財
産
活
用
課
に
申
し
込
む
も
の
と
す
る
。

３

受
付
期
間

（

）

（

）

（

（

）

。
）

平
成
三
十
年
九
月
三
日

月

午
後
一
時
か
ら
同
月
十
九
日

水

午
後
二
時
ま
で

岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例

平
成
元
年
岡
山
県
条
例
第
二
号

第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
を
除
く

四

契
約
条
項
を
示
す
場
所

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

岡
山
県
総
務
部
財
産
活
用
課

五

入
札
保
証
金

一
の
表
に
掲
げ
る
額
の
入
札
保
証
金
を
、
六
１
の
期
間
の
末
日
の
二
日
前
ま
で
に
、
岡
山
県
が
発
行
す
る
納
入
通
知
書
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。
な
お
、
こ
の
入
札
保
証
金
を
返
還
す
る
場
合
に
は
、
利
息
を
付

さ
な
い
。

六

入
札
期
間
、
入
札
場
所
及
び
開
札
日
時

１

入
札
期
間

平
成
三
十
年
十
月
四
日
（
木
）
午
後
一
時
か
ら
同
月
十
一
日
（
木
）
午
後
一
時
ま
で

２

入
札
場
所

売
却
シ
ス
テ
ム
上
で
行
う
。

３

開
札
日
時

平
成
三
十
年
十
月
十
一
日
（
木
）
午
後
一
時

七

入
札
方
法
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売
却
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
入
札
価
格
を
登
録
す
る
方
法
に
よ
る
。
な
お
、
こ
の
登
録
は
、
一
の
物
件
に
つ
き
一
回
に
限
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

八

入
札
の
無
効

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
入
札
に
係
る
入
札
書
は
、
無
効
と
す
る
。

１

入
札
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
の
し
た
入
札

２

談
合
し
て
し
た
入
札

３

入
札
保
証
金
を
納
付
し
な
い
者
又
は
そ
の
金
額
に
不
足
の
あ
る
者
の
し
た
入
札

４

二
以
上
の
入
札
を
し
た
者
の
し
た
入
札

５

七
に
規
定
す
る
入
札
方
法
以
外
の
方
法
に
よ
る
入
札

６

岡
山
県
財
務
規
則
（
昭
和
六
十
一
年
岡
山
県
規
則
第
八
号
）
第
百
三
十
五
条
の
規
定
に
違
反
す
る
代
理
人
の
し
た
入
札

九

問
い
合
わ
せ
先

〒
七
〇
〇

八
五
七
〇

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

－

岡
山
県
総
務
部
財
産
活
用
課
（
電
話
〇
八
六

二
二
六

七
二
三
五
）

－
－
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〔
四
二
六
〕
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
。

平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
三
十
年
八
月
二
十
二
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
ち
ゃ
て
ぃ
ず

三

代
表
者
の
氏
名

湊

照
代

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

備
前
市
日
生
町
日
生
八
八
六
番
地

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
子
ど
も
と
子
ど
も
を
と
り
ま
く
親
や
地
域
の
人
々
に
対
し
て
、
様
々
な
ふ
れ
あ
い

の
場
や
活
動
の
場
、
及
び
学
習
の
場
を
提
供
、
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
元
気
で
楽
し
く
活
力
あ
る
地

域
社
会
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

六

変
更
す
る
事
項

特
定
非
営
利
活
動
に
係
る
事
業
の
種
類
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〔
四
二
七
〕
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
に
基
づ
き
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
次
の
と
お
り
契
約
の
相
手
方
等
を

決
定
し
た
。

平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

特
定
役
務
の
名
称

倉
敷
市
真
備
町
災
害
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
務

二

契
約
期
間

平
成
三
十
年
七
月
十
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

岡
山
県
環
境
文
化
部
循
環
型
社
会
推
進
課

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

四

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

平
成
三
十
年
七
月
十
日

五

契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

一
般
社
団
法
人
岡
山
県
産
業
廃
棄
物
協
会

岡
山
市
北
区
津
高
六
二
八

六

－

六

契
約
金
額

１

三
ト
ン
平
ダ
ン
プ

一
日
当
た
り
一
台
に
つ
き
五
三
、
四
六
〇
円
（
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方

消
費
税
の
額
三
、
九
六
〇
円
）

２

四
ト
ン
ダ
ン
プ

一
日
当
た
り
一
台
に
つ
き
五
九
、
四
〇
〇
円
（
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消

費
税
の
額
四
、
四
〇
〇
円
）

３

四
ト
ン
ヒ
ア
ブ

一
日
当
た
り
一
台
に
つ
き
七
一
、
二
八
〇
円
（
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消

費
税
の
額
五
、
二
八
〇
円
）

４

七
ト
ン
ダ
ン
プ

一
日
当
た
り
一
台
に
つ
き
九
五
、
〇
四
〇
円
（
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消

費
税
の
額
七
、
〇
四
〇
円
）

５

七
ト
ン
ヒ
ア
ブ

一
日
当
た
り
一
台
に
つ
き
九
五
、
〇
四
〇
円
（
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消

費
税
の
額
七
、
〇
四
〇
円
）

６

八
ト
ン
ダ
ン
プ

一
日
当
た
り
一
台
に
つ
き
九
五
、
〇
四
〇
円
（
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消

費
税
の
額
七
、
〇
四
〇
円
）
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７

八
ト
ン
ヒ
ア
ブ

一
日
当
た
り
一
台
に
つ
き
九
五
、
〇
四
〇
円
（
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消

費
税
の
額
七
、
〇
四
〇
円
）

８

十
ト
ン
平
ダ
ン
プ

一
日
当
た
り
一
台
に
つ
き
五
九
、
四
〇
〇
円
（
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方

消
費
税
の
額
四
、
四
〇
〇
円
）

９

十
ト
ン
ダ
ン
プ

一
日
当
た
り
一
台
に
つ
き
九
五
、
〇
四
〇
円
（
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消

費
税
の
額
七
、
〇
四
〇
円
）

十
ト
ン
ヒ
ア
ブ

一
日
当
た
り
一
台
に
つ
き
九
五
、
〇
四
〇
円
（
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消

10
費
税
の
額
七
、
〇
四
〇
円
）

現
場
管
理
者

一
日
当
た
り
一
人
に
つ
き
三
五
、
六
四
〇
円
（
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費

11
税
の
額
二
、
六
四
〇
円
）

七

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続
（
契
約
方
法
）

随
意
契
約

八

随
意
契
約
の
理
由

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
二
第
一
項
第
五
号
に

該
当
す
る
た
め
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〔
四
二
八
〕
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
に
つ
い
て
、
縦

覧
に
供
す
る
。

こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た

め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
同
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
縦
覧
期

間
満
了
の
日
ま
で
に
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

届
出
事
項
の
概
要

１

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

カ
イ
ン
ズ
ホ
ー
ム
津
山
店
・
天
満
屋
ハ
ピ
ー
ズ
高
野
店

所
在
地

津
山
市
高
野
本
郷
字
源
八
一
三
六
九
番
二
ほ
か

２

届
出
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

名
称

株
式
会
社
ウ
シ
オ

(1)

住
所

鳥
取
県
鳥
取
市
二
階
町
一
丁
目
二
一
八
番
地

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

潮

巽
市

名
称

株
式
会
社
天
満
屋
ス
ト
ア

(2)

住
所

岡
山
市
北
区
岡
町
一
三
番
一
六
号

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

野
口

重
明

３

変
更
事
項

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
配
置
に
関
す
る
事
項

(1)

駐
車
場
の
収
容
台
数

（
変
更
前
）
六
百
二
十
六
台

（
変
更
後
）
四
百
五
十
八
台

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
運
営
方
法
に
関
す
る
事
項

(2)

駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
の
数

（
変
更
前
）
十
三
箇
所

（
変
更
後
）
十
箇
所

４

変
更
年
月
日

平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
一
日
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二

届
出
年
月
日

平
成
三
十
年
八
月
二
十
日

三

縦
覧
の
期
間
及
び
場
所

１

縦
覧
の
期
間

平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
一
月
四
日
ま
で

２

縦
覧
の
場
所

岡
山
県
産
業
労
働
部
経
営
支
援
課
及
び
津
山
市
産
業
経
済
部
経
済
政
策
課
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〔
四
二
九
〕
家
畜
改
良
増
殖
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う

）
第
十

。

六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
岡
山
県
家
畜
人
工
授
精
に
関
す
る
講
習
会
及
び
岡
山
県
家
畜
人
工
授
精
及

び
家
畜
体
内
受
精
卵
移
植
に
関
す
る
講
習
会
を
次
の
と
お
り
開
催
す
る
。
な
お
、
家
畜
人
工
授
精
並
び

に
家
畜
体
内
受
精
卵
移
植
及
び
家
畜
体
外
受
精
卵
移
植
に
関
す
る
講
習
会
は
、
開
催
し
な
い
。

平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

講
習
の
対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類

牛

二

開
催
期
日
及
び
実
施
場
所

１

岡
山
県
家
畜
人
工
授
精
に
関
す
る
講
習
会

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
六
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
年
十
二
月
二
十
六
日
（
水
曜
日
）
ま
で

真
庭
市
蒜
山
西
茅
部
六
三
二

公
益
財
団
法
人
中
国
四
国
酪
農
大
学
校

た
だ
し
、
講
習
の
一
部
は
、
岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
畜
産
研
究
所
（
久
米
郡
美
咲

町
北
二
二
七
二
）
で
実
施
す
る
。

２

岡
山
県
家
畜
人
工
授
精
及
び
家
畜
体
内
受
精
卵
移
植
に
関
す
る
講
習
会

平
成
三
十
一
年
一
月
八
日
（
火
曜
日
）
か
ら
同
年
二
月
一
日
（
金
曜
日
）
ま
で

真
庭
市
蒜
山
西
茅
部
六
三
二

公
益
財
団
法
人
中
国
四
国
酪
農
大
学
校

三

受
講
資
格

次
に
掲
げ
る
条
件
を
満
た
す
者
で
あ
る
こ
と
。

１

成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人
で
な
い
こ
と
。

２

岡
山
県
家
畜
人
工
授
精
及
び
家
畜
体
内
受
精
卵
移
植
に
関
す
る
講
習
会
に
つ
い
て
は
、
家
畜
人

工
授
精
に
関
す
る
講
習
会
の
修
業
試
験
に
合
格
し
た
者
で
あ
る
こ
と
。

四

受
講
定
員

三
十
名
ず
つ
。
た
だ
し
、
受
講
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
、
県
内
在
住
者
を
優
先
し
、
別
に
選
別

を
行
う
こ
と
が
あ
る
。

五

受
講
申
込
み

１

提
出
先
及
び
提
出
書
類

講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
所
定
の
受
講
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
住

所
地
を
所
管
す
る
県
民
局
農
林
水
産
事
業
部
農
畜
産
物
生
産
課
に
提
出
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
県

外
在
住
者
に
あ
っ
て
は
、
住
所
地
の
都
道
府
県
の
畜
産
担
当
課
を
経
由
し
、
岡
山
県
農
林
水
産
部
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畜
産
課
に
提
出
す
る
こ
と
。

戸
籍
謄
本
又
は
戸
籍
抄
本

（１）

履
歴
書
（
顔
写
真
を
貼
り
付
け
た
も
の
。
な
お
、
法
第
十
七
条
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に

（２）
該
当
す
る
者
は
、
そ
の
旨
を
記
載
す
る
こ
と

）
。

家
畜
人
工
授
精
に
関
す
る
講
習
会
の
修
業
試
験
の
合
格
証
明
書
の
写
し
（
岡
山
県
家
畜
人
工

（３）
授
精
及
び
家
畜
体
内
受
精
卵
移
植
に
関
す
る
講
習
会
の
受
講
を
申
請
す
る
場
合
に
限
る

）
。

２

受
付
期
間

（

）

（

）

。

、

平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日

金
曜
日

か
ら
同
年
十
月
二
十
六
日

金
曜
日

ま
で

な
お

郵
送
の
場
合
は
、
同
日
の
消
印
の
あ
る
も
の
ま
で
受
け
付
け
る
。

六

受
講
料

次
の
額
に
相
当
す
る
額
の
岡
山
県
収
入
証
紙
を
受
講
申
請
書
に
貼
り
付
け
て
納
付
す
る
こ
と
。

１

岡
山
県
家
畜
人
工
授
精
に
関
す
る
講
習
会

一
八
、
九
○
○
円

う
ち
、
一
部
の
科
目
の
受
講
を
免
除
さ
れ
て
い
る
者

七
、
五
四
○
円

２

岡
山
県
家
畜
人
工
授
精
及
び
家
畜
体
内
受
精
卵
移
植
に
関
す
る
講
習
会

二
五
、
二
四
○
円

七

そ
の
他

１

講
習
会
を
修
了
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
修
業
試
験
を
行
う
。

２

岡
山
県
家
畜
人
工
授
精
に
関
す
る
講
習
会
及
び
岡
山
県
家
畜
人
工
授
精
及
び
家
畜
体
内
受
精
卵

移
植
に
関
す
る
講
習
会
の
両
方
を
併
せ
て
受
講
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

３

講
習
会
の
実
習
等
を
行
う
場
所
へ
の
移
動
に
当
た
り
、
車
等
で
の
移
動
を
要
す
る
場
合
が
あ
る

た
め
、
各
自
で
交
通
手
段
を
準
備
す
る
こ
と
。

４

法
第
十
七
条
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
受
講
の
申
込
み
に
先
立
っ
て
岡
山

県
農
林
水
産
部
畜
産
課
又
は
各
県
民
局
農
林
水
産
事
業
部
農
畜
産
生
産
課
に
申
し
出
る
こ
と
。

５

講
習
会
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
岡
山
県
農
林
水
産
部
畜
産
課
（
電
話
○
八
六

二
二
六

七
四

－
－

三
一
）
へ
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。
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〔
四
三
〇
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
六
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
地
改
良
区
清
算
人
の
就
職
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

土
地
改
良
区
の
名
称

越
尾
土
地
改
良
区

二

就
職
清
算
人

就
職
清
算
人
氏
名

住

所

花
房

直
人

久
米
郡
美
咲
町
越
尾
一
〇
二
九

花
房

正
明

〃

〃

〃

一
〇
三
三

岡
部

幹
雄

〃

〃

〃

一
九
六
一

志
茂

克
明

〃

〃

〃

二
一
三
六

越
尾

充
仁

〃

〃

〃

一
〇
九
四

原
本

忠
雄

〃

〃

〃

三
二
四
一

桑
元

哲

〃

〃

〃

二
六
五
一

関

雄
輔

〃

〃

〃

一
四
四
六

筈
尾

義
弘

〃

〃

〃

八
二
六
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〔
四
三
一
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
県
営
土
地
改
良
事
業
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
縦
覧
の
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
十
五
日
以
内
に
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

地
区
名

美
咲
地
区

第
９
工
区

延
坂
団
地

二

縦
覧
に
供
す
る
書
類

換
地
計
画
書

三

縦
覧
の
期
間

平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日
か
ら
同
年
九
月
二
十
一
日
ま
で

四

縦
覧
の
場
所

美
咲
町
役
場
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〔
四
三
二
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
岡
山
市
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が

あ
っ
た
。

平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

測

量

区

域

測

量

の

種

類

測

量

期

間

岡
山
市
全
域

公
共
測
量
（
地
図
作
成
業
務
）

平
成
三
十
年
八
月
十
四
日
か
ら
平

成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日
ま
で

平成３０年８月３１日　岡山県公報　第１２０２１号



〔
四
三
三
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

浅
口
市
金
光
町
占
見
二
二
二

一
、
二
二
一

三
、
二
二
五

六

－
－

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

倉
敷
市
玉
島
爪
崎
二
七
三

一
ウ
イ
ン
ズ
コ
ー
ト
二
〇
五
号

－

大
橋

毅
久

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
六
四
号
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〔
四
三
四
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
金
井
戸
字
渕
ヶ
添
三
四
四

五

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

総
社
市
泉
五

三
一
県
営
住
宅
七

一
〇
四

－
－

福
山

雄
太

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
九
三
号
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
四
十
六
号

公
職
選
挙
法
等
執
行
規
程
（
平
成
八
年
岡
山
県
選
管
告
示
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。平

成
三
十
年
八
月
三
十
一
日

岡
山
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

藤

原

健

補

第
三
十
二
条
中
「
又
は
知
事
」
を
「
、
県
の
議
会
の
議
員
又
は
知
事
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
第
一
項
中
「
第
百
六
十
八
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
岡
山
県
議
会
の
議
員
の
選
挙
に

（

。

「

」

お
け
る
選
挙
公
報
の
発
行
に
関
す
る
条
例

平
成
二
十
七
年
岡
山
県
条
例
第
六
十
一
号

以
下

条
例

と
い
う

）
第
三
条
第
一
項
」
を
加
え

「
立
候
補
の
届
出
の
日
前
六
月
以
内
に
撮
影
し
た
」
を
削
る
。

。

、

第
三
十
四
条
第
三
項
中
「
が
令
第
八
十
八
条
第
九
項
又
は
第
八
十
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
通
称

に
つ
い
て
」
を
「
の
通
称
に
つ
い
て
令
第
八
十
八
条
第
八
項
（
同
条
第
九
項
又
は
令
第
八
十
九
条
第
五

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）
の
規
定
に
よ
り
」
に
改
め
る
。

。

第
三
十
六
条
第
二
項
及
び
第
三
十
八
条
中
「
第
百
六
十
八
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
条
例
第
三
条

第
一
項
」
を
加
え
る
。

第
三
十
九
条
中
「
第
百
六
十
九
条
第
六
項
」
の
下
に
「
又
は
条
例
第
四
条
第
二
項
」
を
加
え
る
。

第
四
十
条
第
一
項
中
「
又
は
第
二
項
」
を
「
若
し
く
は
第
二
項
又
は
条
例
第
二
条
第
一
項
」
に
改
め

る
。

第
条
第
１
項

岡
山
県
議
会
の
議
員
の
選
挙
に
お
け
る
選

様
式
第
三
十
六
号
中
「

1
6
8

」
の
次
に
「
（

（

2
7

6
1

）

」
を
加
え
る
。

挙
公
報
の
発
行
に
関
す
る
条
例

平
成

年
岡
山
県
条
例
第

号
第
３
条
第
１
項

）

様
式
第
三
十
九
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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（選挙公報 （第40条関係）様式第39号 ）

その１（衆議院議員 参議院議員及び知事の選挙用）
，

年 月 日執行

選 挙 公 報

岡 山 県 選 挙 管 理 委 員 会

（１）

（２）

（３）

（４）

備考

１ 掲載順序は 掲載欄記載の番号の順序によること
， 。

２ 掲 載 欄 の 分 割 に つ い て は 掲 載 す べ き 候 補 者 数 に 応 じ て そ の 都 度 定 め る 寸 法 （ 衆
，

議 院 比 例 代 表 選 出 議 員 又 は 参 議 院 比 例 代 表 選 出 議 員 の 選 挙 に あ っ て は 公 職 選 挙
，

法 施 行 規 則 （ 昭 和 2 5 年 総 理 府 令 第 1 3 号 ） 第 2 1 条 に 規 定 す る 寸 法 ） に よ る こ と
。

３ 複数面となる場合における各面に掲載する掲載文の数は その都度定める
， 。

４ 余 白 が 生 じ た 場 合 は 県 委 員 会 に お い て 選 挙 啓 発 の た め の 標 語 絵 図 等 を 記 載
， ，

することができる
。
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その２（県の議会の議員の選挙用）

年 月 日執行

選 挙 公 報

岡 山 県 選 挙 管 理 委 員 会

（２） （１）

（４） （３）

（６） （５）

備考

１ 掲載順序は 掲載欄記載の番号の順序によること
， 。

２ 複数面となる場合における各面に掲載する掲載文の数は その都度定める
， 。

３ 余 白 が 生 じ た 場 合 は 県 委 員 会 に お い て 選 挙 啓 発 の た め の 標 語 絵 図 等 を 記 載
， ，

することができる
。
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附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
四
十
七
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

藤

原

健

補

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

会
計
責
任
者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

笑
顔
の
津
山
を
つ
く
る
会

河

村

美

典

八

木

光

子

津
山
市
国
分
寺
三
一
八

八

平
成
三
〇
・

七
・
二
三

－

江
田
あ
つ
し
後
援
会

江

田

忍

江

田

好

恵

岡
山
市
南
区
あ
け
ぼ
の
町
二
七

一
六

〃

七
・
二
七

－

厚

志

会

江

田

厚

志

江

田

好

恵

〃

〃

〃

〃

〃

ふ
な
こ
し
健
一
後
援
会

佐

藤

壽

夫

舩

越

和

江

都
窪
郡
早
島
町
若
宮
一
八

五

〃

七
・
二
三

－

平成３０年８月３１日　岡山県公報　第１２０２１号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
四
十
八
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

藤

原

健

補

一

政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

自
由
民
主
党
赤
坂
支
部

金

谷

文

則

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

赤
磐
市
東
窪
田
四
二
二

一

赤
磐
市
由
津
里
六
六
九

平
成
三
〇
・

六
・
二
四

－

〃

〃

代
表
者
の
氏
名

金

谷

文

則

川

末

義

晃

〃

〃

〃

〃

会
計
責
任
者
の
氏
名

丸

林

靖

幸

川

末

義

晃

〃

〃

自
由
民
主
党
岡
山
県
医
療
会

松

山

正

春

代
表
者
の
氏
名

松

山

正

春

石

川

紘

〃

七
・
二
二

支
部

〃

〃

会
計
責
任
者
の
氏
名

内

田

耕
三
郎

大

原

利

憲

〃

〃

自
由
民
主
党
岡
山
県
と
き
わ

谷

口

雅

信

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

岡
山
市
北
区
駅
元
町
一

二

三
〇
一
㈱
Ｊ
Ｒ

岡
山
市
北
区
駅
前
町
二

四

六
㈱
ジ
ェ
イ
ア

〃

七
・

一

－
－

－
－

会
支
部

西
日
本
岡
山
メ
ン
テ
ッ
ク

ー
ル
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ
ト
岡
山

〃

〃

代
表
者
の
氏
名

谷

口

雅

信

隅

田

康

男

〃

〃

二

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

芦
田
元
後
援
会

植

月

貴

男

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

勝
田
郡
奈
義
町
滝
本
一
五
八
八

勝
田
郡
奈
義
町
滝
本
一
五
一
八

平
成
三
〇
・

七
・

一

岡
山
県
医
師
連
盟

松

山

正

春

代
表
者
の
氏
名

松

山

正

春

石

川

紘

〃

七
・
二
二

〃

〃

会
計
責
任
者
の
氏
名

内

田

耕
三
郎

大

原

利

憲

〃

〃

小
川
進
一
後
援
会

難

波

里

司

代
表
者
の
氏
名

難

波

里

司

大

角

昭

三

平
成
二
九
・

九
・

一

『
ニ
ュ
ー
笠
岡
の
ふ
な
で
』

金

山

真

澄

会
計
責
任
者
の
氏
名

三

島

悦

子

栗

原

正

宏

平
成
三
〇
・

七
・
一
九

考
え
る
会

平
岡
ま
も
る
後
援
会

三

島

昭

彦

代
表
者
の
氏
名

三

島

昭

彦

永

原

賢

〃

七
・
一
一

三
島
の
り
も
と
後
援
会

金

山

真

澄

会
計
責
任
者
の
氏
名

三

島

悦

子

栗

原

正

宏

〃

七
・
一
九

平成３０年８月３１日　岡山県公報　第１２０２１号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
四
十
九
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
解
散
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

藤

原

健

補

政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

解
散
年
月
日

希
望
の
党
岡
山
県
衆
議
院
第
４
選
挙
区
支
部

柚

木

道

義

平
成
三
〇
・

七
・

三

平成３０年８月３１日　岡山県公報　第１２０２１号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
五
十
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

藤

原

健

補

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

指
定
年
月
日

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た

者
（
代
表
者
）
の
氏
名

江

田

厚

志

岡
山
市
議
会
議
員

厚

志

会

岡
山
市
南
区
あ
け
ぼ
の
町
二
七

一
六

平
成
三
〇
・

七
・
二
七

－

平成３０年８月３１日　岡山県公報　第１２０２１号



◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
百
三
十
一
号

（

）

、

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号

第
五
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

次
の
と
お
り
猟
銃
の
操
作
及
び
射
撃
の
技
能
に
関
す
る
講
習
を
実
施
す
る
。

平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

使
用
銃
種

散
弾
銃

二

講
習
の
日
時
及
び
場
所

１

ト
ラ
ッ
プ
射
撃
（
ト
ラ
ッ
プ
か
ら
射
撃
線
ま
で
の
距
離
が
十
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
も
の
を
い

う

）
。

日

時

場

所

平
成
三
十
年
十
月
一
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
月
三
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
月
三
日
（
水
）

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

午
前
九
時

湯
原
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
月
八
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
月
十
日
（
水
）

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

午
前
九
時

湯
原
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
月
十
一
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平成３０年８月３１日　岡山県公報　第１２０２１号



平
成
三
十
年
十
月
十
五
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－
午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
月
十
七
日
（
水
）

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

午
前
九
時

湯
原
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
月
二
十
二
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
月
二
十
三
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
月
二
十
四
日
（
水
）

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

午
前
九
時

湯
原
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
月
二
十
九
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
月
三
十
一
日
（
水
）

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

午
前
九
時

湯
原
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
一
月
二
日
（
金
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
一
月
五
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
一
月
七
日
（
水
）

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

午
前
九
時

湯
原
国
際
射
撃
場

平成３０年８月３１日　岡山県公報　第１２０２１号



平
成
三
十
年
十
一
月
八
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
一
月
十
二
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
一
月
十
四
日
（
水
）

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

午
前
九
時

湯
原
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
一
月
十
九
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
一
日
（
水
）

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

午
前
九
時

湯
原
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
六
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
八
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
八
日
（
水
）

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

午
前
九
時

湯
原
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
二
月
三
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
二
月
五
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平成３０年８月３１日　岡山県公報　第１２０２１号



平
成
三
十
年
十
二
月
十
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－
午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
二
月
十
三
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
二
月
十
七
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

２

ス
キ
ー
ト
射
撃
（
ク
レ
ー
が
セ
ン
タ
ー
ポ
ー
ル
の
上
方
を
通
過
す
る
よ
う
に
発
射
さ
れ
る
も
の

を
い
う

）
。

日

時

場

所

平
成
三
十
年
十
月
三
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
月
五
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
月
十
一
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
月
十
二
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平成３０年８月３１日　岡山県公報　第１２０２１号



平
成
三
十
年
十
月
十
九
日
（
金
）

午
前
十
時

平
成
三
十
年
十
月
二
十
三
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
月
二
十
六
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
一
月
二
日
（
金
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
一
月
二
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
一
月
八
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
一
月
九
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
一
月
十
六
日
（
金
）

午
前
十
時

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
三
日
（
金
）

午
前
十
時

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
八
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場
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平
成
三
十
年
十
一
月
三
十
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
二
月
五
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
二
月
七
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
二
月
十
三
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
二
月
十
四
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
一
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

三

受
講
手
続

１

提
出
書
類

所
定
の
様
式
に
よ
る
受
講
申
込
書

２

提
出
先

住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署

３

提
出
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
講
習
の
実
施
日
の
七
日
前

そ
の
日
が
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例

平

（

（

成
元
年
岡
山
県
条
例
第
二
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
で
あ
る
場
合
は
、
当
該
休

日
の
直
後
に
お
け
る
県
の
休
日
で
な
い
日
）
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四

受
講
手
数
料

一
万
二
千
三
百
円

（
注
）

受
講
申
込
み
の
際
、
岡
山
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

な
お
、
受
講
手
数
料
は
、
納
付
後
は
還
付
し
な
い
。

五

そ
の
他

１

各
講
習
の
受
講
定
員
は
、
お
お
む
ね
五
人
と
す
る
。

２

代
理
受
講
は
、
認
め
な
い
。

３

講
習
修
了
証
明
書
は
、
受
講
申
込
書
を
提
出
し
た
警
察
署
に
お
い
て
後
日
交
付
す
る
こ
と
と
す

る
。
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
百
三
十
二
号

（

）

、

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号

第
五
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

次
の
と
お
り
猟
銃
の
操
作
及
び
射
撃
の
技
能
に
関
す
る
講
習
を
実
施
す
る
。

平
成
三
十
年
八
月
三
十
一
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

使
用
銃
種

ラ
イ
フ
ル
銃

二

講
習
の
日
時
及
び
場
所

日

時

場

所

平
成
三
十
年
十
月
二
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
伊
田
二
二
九
一

午
前
十
時

御
津
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
月
二
日
（
火
）

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

午
前
九
時

湯
原
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
月
九
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
伊
田
二
二
九
一

午
前
十
時

御
津
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
月
十
六
日
（
火
）

午
前
十
時

平
成
三
十
年
十
月
二
十
三
日
（
火
）

午
前
十
時

平
成
三
十
年
十
月
三
十
日
（
火
）

午
前
十
時

平
成
三
十
年
十
一
月
六
日
（
火
）
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午
前
十
時

平
成
三
十
年
十
一
月
六
日
（
火
）

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

午
前
九
時

湯
原
国
際
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
一
月
十
三
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
伊
田
二
二
九
一

午
前
十
時

御
津
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
日
（
火
）

午
前
十
時

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
七
日
（
火
）

午
前
十
時

平
成
三
十
年
十
二
月
四
日
（
火
）

午
前
十
時

平
成
三
十
年
十
二
月
十
一
日
（
火
）

午
前
十
時

平
成
三
十
年
十
二
月
十
八
日
（
火
）

午
前
十
時

三

受
講
手
続

１

提
出
書
類

所
定
の
様
式
に
よ
る
受
講
申
込
書

２

提
出
先

住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署

３

提
出
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
講
習
の
実
施
日
の
七
日
前

四

受
講
手
数
料
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一
万
二
千
三
百
円

（
注
）

受
講
申
込
み
の
際
、
岡
山
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

な
お
、
受
講
手
数
料
は
、
納
付
後
は
還
付
し
な
い
。

五

そ
の
他

１

各
講
習
の
受
講
定
員
は
、
お
お
む
ね
五
人
と
す
る
。

２

代
理
受
講
は
、
認
め
な
い
。

３

講
習
修
了
証
明
書
は
、
受
講
申
込
書
を
提
出
し
た
警
察
署
に
お
い
て
後
日
交
付
す
る
こ
と
と
す

る
。
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